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とうげこうできをつけること 
 
 わたしは、ことしの四がつからしょうがっこうににゅうがくして、こどもたちだけのと
うこうはんでがっこうまであるいてとうこうするようになりました。 
 おとながいっしょにいないときにそとをあるくのははじめてで、はじめはきんちょうし
ましたが、五ねんせいのはんちょうさんについていってあるいていっています。 
 わたしのつうがくろは、じゅうたくがいのなかにあるどうろをとおっていきます。この
どうろはほどうがないばしょがおおいので、くるまにひかれないようにはしっこをあるく
ようにしています。たまに、くるまがすごいはやさできゅうにまがってきたりするので、
まえをよくみてあるくこともたいせつです。 
 また、おうだんほどうでは、みぎ、ひだり、みぎをかくにんして、てをあげてわたるよ
うにしています。がっこうのちかくのおうだんほどうには、けいさつかんのひとや、はた
ふりのおとうさんおかあさんもいて、こどもたちをみまもってくれています。 
 かえりは一ねんせいだけのげこうはんでかえります。いえがとおくにあるわたしは、と
ちゅうからはひとりになってしまうときもあります。そんなときは、ちいきのみまもりの
おじいちゃんがいっしょについてきてくれたりもします。 
 まいにち、たくさんのひとたちのおかげであんぜんにとうげこうできています。ほんと
うは、くるまにのっているひとがスピードをだしすぎないようにしたり、こどもたちも、
とびだしたりよそみをしないなど、かならずルールをまもれば、みまもりがなくてもあん
ぜんにとうげこうできるのになとおもいました。 
 おかあさんに、このことについてはなしたら、 

「そうだね。ひとりひとりがしっかりと、こうつうあんぜんをいしきするのがだいじだ
ね。」 
とうなずいてくれました。そして、もうひとつ、 

「でも、まだぜんいんがルールをまもれていないから、じぶんのことはじぶんでまもら
なければいけないね。」 
といわれました。 

「おうだんほどうのしんごうがあおだとしても、ほんとうにくるまがきていないかもう



いちどかくにんしてからわたること。くるまのしんごうがあかでも、とまらずにはしって
きてしまうくるまがいるかもしれないからね。」 
 おかあさんのはなしをきいて、わたしは、しんごうがあおでも、もういちどまわりをよ
くみてからわたるようにしようとおもいました。二がっきからはもっときをつけて、これ
からもあんぜんなとうげこうをしていきたいとおもいます。 
 


